
(57)【要約】

【課題】家庭用小型装飾照明のミラ－ボ－ルでは単光源

に依る散光範囲が狭く広い範囲に散光するには多灯を要

する。単光源で半球に亘って光束を広げ、且つ散光色を

変える新方式。

【解決手段】半球殻の中心に光源を置き光の直進性を利

用して一部を遮断して形状または透過に依り図形を投射

する。着色に就いては球殻を内殻外殻の構造として着色

と投射を分け、更に互いに異なる角速度で回転させる事

で色彩と図形の組み合わせが複雑化出来る。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
径 の 異 な る 半 球 殻 を 同 芯 に 重 ね 其 の 中 心 又 は 近 く に 光 源 を 置 き 、 光 源 よ り 発 し た 光 束 が 内
側 の 半 球 を 透 過 す る 際 に 着 色 、 遮 断 、 屈 折 等 通 過 位 置 に 依 り 異 な る 変 化 を 受 け 次 い で 外 側
の 半 球 体 の 影 響 を 受 け て 透 過 し 、 室 内 の 天 井 ・ 壁 面 等 に 到 り 其 処 に 透 過 し た 光 束 影 を 出 現
さ せ る 照 明 機 構 に 於 い て 、 半 球 殻 体 の 切 断 面 を 保 持 面 と し 一 方 を 又 は 双 方 を 光 源 を 中 心 と
し て 回 転 さ せ 、 半 球 殻 を 通 過 す る 光 束 群 に 回 転 に 依 る 変 化 を 与 え る ビ － ム ボ － ル 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に オ ル ゴ － ル 等 の 音 響 発 生 装 置 を 組 み 込 み 連 動 さ せ た ビ － ム ボ － ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 照 明 機 器 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 は 光 束 を 自 ら 放 射 せ ず に 反 射 す る ミ ラ － ボ － ル が 在 っ た 、 主 体 は 無 数 の 小 反 射 鏡 を 表
面 に 付 着 さ せ た 球 体 で こ れ に 外 部 よ り 様 々 な 着 色 し た 光 束 を 当 て 、 球 体 外 周 の 小 反 射 鏡 群
が 造 る 小 さ な 反 射 光 束 が ミ ラ － ボ － ル の 回 転 に 伴 っ て 移 動 回 転 す る 方 式 で 在 っ た 。 此 の 方
式 で は 反 射 光 束 群 は 特 定 の 方 向 か ら の 照 射 光 に 限 ら れ る 為 に 反 射 光 束 も 限 ら れ た 範 囲 に し
か 散 乱 せ ず 、 色 は 照 射 光 で 決 ま っ て 居 た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
大 会 場 で は 光 源 を 数 基 用 い て そ れ ぞ れ に 異 な る 着 色 光 を 投 射 す る 事 で 会 場 全 体 に 反 射 光 束
群 を 散 ら す 事 が 出 来 る が 狭 い 場 所 や 家 庭 で は 数 基 の 投 射 装 置 を 置 く 事 が 出 来 ず 投 光 が 限 ら
れ る 。 短 い 投 光 距 離 で は 中 心 で は 反 射 面 積 が 在 っ て も 投 射 光 の 縁 で は 有 効 反 射 面 積 が 減 少
し 反 射 光 が 明 る を 持 た 無 く な る 。 図 ２ は ミ ラ － ボ － ル と 灯 光 器 の 関 連 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は 単 純 な 反 射 光 束 群 で 無 く 光 の 直 進 性 を 利 用 し 二 重 の 半 球 殻 に 着 色 等 の 加 工 を 施
し 種 々 な 形 態 の 光 束 群 を 中 心 の 光 源 か ら 半 球 状 に 散 ら す 方 式 を 用 い る 方 式 で １ 基 の 光 源 で
ミ ラ － ボ － ル 以 上 の 効 果 を 得 る 事 を 可 能 と し 此 の 放 射 範 囲 は ２ 等 価 と 成 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 に 於 け る ビ － ム ボ － ル の 構 成 を 示 す 。 １ － １ は 中 心 又 は そ の 近 く に 置 か れ る
光 源 を 示 し 、 １ － ２ は 内 殻 、 １ － ３ は 外 殻 を 示 す 。 １ － ４ は 両 殻 を 回 転 さ せ る 為 の 駆 動 装
置 で １ 基 で 双 方 を 同 時 に 駆 動 す る 、 １ － ５ は ラ ン プ 及 び 駆 動 モ － タ － 用 の 電 池 を 示 す 。 球
殻 の 素 材 は 透 明 な 合 成 樹 脂 で 、 内 殻 は 様 々 に 着 色 し 、 外 殻 は 一 部 を 透 明 と し 他 を 覆 っ て 透
明 部 の 形 状 が 其 の 侭 投 射 さ れ る 形 式 と し た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
１ － ５ は 回 転 中 心 を 保 持 す る 縁 で 有 り 半 球 殻 に 張 り 出 し た 鍔 状 と し 無 芯 回 転 を 保 持 し す る
基 準 面 と し て い る 。 １ － ６ は 駆 動 装 置 か ら の 回 転 力 を 受 け る 部 分 を 示 す 。 本 例 で は 此 処 に
歯 形 を 設 け 駆 動 部 か ら の 回 転 を 受 け た 。 駆 動 に 摩 擦 を 利 用 す る 方 式 で は 歯 形 の 必 要 は 無 い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 実 施 例 】
実 施 に 当 た っ て は 内 殻 の 外 周 を ４ ９ ０ ｍ ｍ 、 外 殻 外 周 は ６ ０ ０ ｍ ｍ の 歯 形 ピ ッ チ ５ ｍ ｍ の
整 数 倍 と し た 。 駆 動 は 冠 ギ ヤ を 用 い 同 じ 周 速 度 で 逆 回 転 さ せ て 角 速 度 に 差 異 を 生 じ さ せ 、
定 点 に 於 け る 合 一 周 期 を 長 く し た 。 光 源 は 懐 中 電 灯 用 ラ ン プ を 、 電 源 に は 電 池 を 用 い 机 上
置 き と 壁 掛 け 兼 用 と し た 。 ア ダ プ タ に 依 る 商 用 電 源 も 利 用 可 能 で 在 り 、 睡 眠 タ イ マ － の 組
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み 込 み 等 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
十 分 に 明 る い 照 明 の 下 で は 効 果 は 薄 い が 就 寝 灯 の 元 で は 回 転 す る 様 々 な 形 の 光 束 が 回 転 に
つ れ て 色 を 変 え 幻 想 的 な 雰 囲 気 を 得 た 。 又 外 殻 に 絵 、 図 形 等 を ち り ば め 彩 色 し て 内 殻 と の
色 の 組 み 合 わ せ で 変 化 す る 色 彩 を 楽 し む 事 も 考 え ら れ る 。
光 の 点 滅 速 度 に 依 る 催 眠 効 果 が 在 る 事 は 知 ら れ て 居 り そ の 領 域 も 含 め る 事 で 本 発 明 の 効 果
は 更 に 拡 大 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ビ － ム ボ － ル の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の ミ ラ － ボ － ル の 反 射 光 の 散 光 状 態 を 示 す 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 5月 22日 (2003.5.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 径 の 異 な る 半 球 殻 を 同 芯 に 重 ね 其 の 中 心 又 は 近 く に 光 源 を 置 き 、 光 源 よ り 発
し た 光 束 が 内 側 の 半 球 を 透 過 す る 際 に 着 色 、 遮 断 、 屈 折 等 通 過 位 置 に 依 り 異 な る 変 化 を 受
け 次 い で 外 側 の 半 球 体 の 影 響 を 受 け て 透 過 し 、 室 内 の 天 井 ・ 壁 面 等 に 到 り 其 処 に 透 過 し た
光 束 影 を 出 現 さ せ る 照 明 機 構 に 於 い て 、 半 球 殻 体 の 切 断 面 を 保 持 面 と し 一 方 を 又 は 双 方 を
光 源 を 中 心 と し て 回 転 さ せ 、 半 球 殻 を 通 過 す る 光 束 群 に 回 転 に 依 る 変 化 を 与 え る ビ － ム ボ
－ ル 。
【 請 求 項 ２ 】 請 求 項 １ に オ ル ゴ － ル 等 の 音 響 発 生 装 置 を 組 み 込 み 連 動 さ せ た ビ － ム ボ － ル
。
【 請 求 項 ３ 】 請 求 項 １ の 半 球 殻 に 於 い て 球 殻 の 頂 点 部 に 穿 孔 し 通 気 を 可 能 と し た 形 状 と 成
し 、 此 処 に 回 転 翼 を 取 付 て 中 心 部 の 光 源 に よ る 熱 せ ら れ た 上 昇 気 流 を 回 転 力 と す る 方 式 と
し た ビ － ム ボ － ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 照 明 機 器 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 は 光 束 を 自 ら 放 射 せ ず に 反 射 す る ミ ラ － ボ － ル が 在 っ た 、 主 体 は 無 数 の 小 反 射 鏡 を 表
面 に 付 着 さ せ た 球 体 で こ れ に 外 部 よ り 様 々 な 着 色 し た 光 束 を 当 て 、 球 体 外 周 の 小 反 射 鏡 群
が 造 る 小 さ な 反 射 光 束 が ミ ラ － ボ － ル の 回 転 に 伴 っ て 移 動 回 転 す る 方 式 で 在 っ た 。 此 の 方
式 で は 反 射 光 束 群 は 特 定 の 方 向 か ら の 照 射 光 に 限 ら れ る 為 に 反 射 光 束 も 限 ら れ た 範 囲 に し
か 散 乱 せ ず 、 色 は 照 射 光 で 決 ま っ て 居 た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
大 会 場 で は 光 源 を 数 基 用 い て そ れ ぞ れ に 異 な る 着 色 光 を 投 射 す る 事 で 会 場 全 体 に 反 射 光 束
群 を 散 ら す 事 が 出 来 る が 狭 い 場 所 や 家 庭 で は 数 基 の 投 射 装 置 を 置 く 事 が 出 来 ず 投 光 が 限 ら
れ る 。 短 い 投 光 距 離 で は 中 心 で は 反 射 面 積 が 在 っ て も 投 射 光 の 縁 で は 有 効 反 射 面 積 が 減 少
し 反 射 光 が 明 る を 持 た 無 く な る 。 図 ２ は ミ ラ － ボ － ル と 灯 光 器 の 関 連 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は 単 純 な 反 射 光 束 群 で 無 く 光 の 直 進 性 を 利 用 し 二 重 の 半 球 殻 に 着 色 等 の 加 工 を 施
し 種 々 な 形 態 の 光 束 群 を 中 心 の 光 源 か ら 半 球 状 に 散 ら す 方 式 を 用 い る 方 式 で １ 基 の 光 源 で
ミ ラ － ボ － ル 以 上 の 効 果 を 得 る 事 を 可 能 と し 此 の 放 射 範 囲 は ２ 等 価 と 成 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 に 於 け る ビ － ム ボ － ル の 構 成 を 示 す 。 １ － １ は 中 心 又 は そ の 近 く に 置 か れ る
光 源 を 示 し 、 １ － ２ は 内 殻 、 １ － ３ は 外 殻 を 示 す 。 １ － ４ は 両 殻 を 回 転 さ せ る 為 の 駆 動 装
置 で １ 基 で 双 方 を 同 時 に 駆 動 す る 、 １ － ５ は ラ ン プ 及 び 駆 動 モ － タ － 用 の 電 池 を 示 す 。 球
殻 の 素 材 は 透 明 な 合 成 樹 脂 で 、 内 殻 は 様 々 に 着 色 し 、 外 殻 は 一 部 を 透 明 と し 他 を 覆 っ て 透
明 部 の 形 状 が 其 の 侭 投 射 さ れ る 形 式 と し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
１ － ５ は 回 転 中 心 を 保 持 す る 縁 で 有 り 半 球 殻 に 張 り 出 し た 鍔 状 と し 無 芯 回 転 を 保 持 し す る
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基 準 面 と し て い る 。 １ － ６ は 駆 動 装 置 か ら の 回 転 力 を 受 け る 部 分 を 示 す 。 本 例 で は 此 処 に
歯 形 を 設 け 駆 動 部 か ら の 回 転 を 受 け た 。 駆 動 に 摩 擦 を 利 用 す る 方 式 で は 歯 形 の 必 要 は 無 い
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 ３ は 回 転 機 構 を 簡 略 化 し 、 中 心 部 に 置 い た 光 源 の 発 す る 熱 に 依 っ て 起 こ さ れ る 熱 対 流 を
利 用 し た 例 を 示 す 。 此 の 場 合 は 球 殻 を 保 持 す る 部 分 、 図 １ の １ － ５ 、 １ － ６ は 不 要 で 代 わ
り に 球 殻 を 指 示 す る 回 転 軸 を 支 え る 台 が 必 要 と 成 る 。 回 転 軸 の 尖 端 を 受 け る 窪 み を 持 つ 台
で 球 殻 を 支 え 、 此 の 軸 と 球 殻 の 間 を 熱 対 流 の 上 昇 力 を 回 転 に 変 え る 回 転 翼 で 繋 ぐ 。 内 部 球
殻 の 上 端 を 外 球 殻 の 支 持 台 と し て 用 い る こ と で 二 重 の 球 殻 を そ れ ぞ れ 任 意 の 速 度 で 回 転 さ
せ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
３ － ４ は 光 源 、 ３ － ２ 、 ３ － ３ は 内 殻 ， 外 殻 を 示 す 、 頂 点 部 は 熱 対 流 の 上 昇 力 を 回 転 に 変
え 且 つ 中 心 と な る 回 転 軸 ３ － ６ と 殻 を 繋 ぐ 翼 ３ － ５ の 為 に 用 い ら れ る 。 内 殻 は 本 体 か ら の
受 け 台 で 回 転 軸 の 尖 端 を 支 持 さ れ る が 外 殻 は 内 殻 の 回 転 軸 の 頂 端 を 支 持 台 と す る 。 翼 ３ －
５ の 捻 れ 角 及 び 枚 数 等 で そ れ ぞ れ の 回 転 速 度 ・ 方 向 を 定 め ら れ る 。 図 で 判 る 通 り そ れ ぞ れ
の 殻 の 重 心 は 回 転 軸 尖 端 よ り 下 に 位 置 し 回 転 に 対 し て も 安 定 度 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 実 施 例 】
実 施 に 当 た っ て は 内 殻 の 外 周 を ４ ９ ０ ｍ ｍ 、 外 殻 外 周 は ６ ０ ０ ｍ ｍ の 歯 形 ピ ッ チ ５ ｍ ｍ の
整 数 倍 と し た 。 駆 動 は 冠 ギ ヤ を 用 い 同 じ 周 速 度 で 逆 回 転 さ せ て 角 速 度 に 差 異 を 生 じ さ せ 、
定 点 に 於 け る 合 一 周 期 を 長 く し た 。 光 源 は 懐 中 電 灯 用 ラ ン プ を 、 電 源 に は 電 池 を 用 い 机 上
置 き と 壁 掛 け 兼 用 と し た 。 ア ダ プ タ に 依 る 商 用 電 源 も 利 用 可 能 で 在 り 、 睡 眠 タ イ マ － の 組
み 込 み も 考 え ら れ る 。 球 殻 を 駆 動 す る モ － タ － の 動 力 源 と し て 光 源 電 力 の 分 岐 以 外 に も 散
乱 す る 光 線 を 利 用 す る 太 陽 電 池 方 式 も 在 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
十 分 に 明 る い 照 明 の 下 で は 効 果 は 薄 い が 就 寝 灯 の 元 で は 回 転 す る 様 々 な 形 の 光 束 が 回 転 に
つ れ て 色 を 変 え 幻 想 的 な 雰 囲 気 を 得 た 。 又 外 殻 に 絵 、 図 形 等 を ち り ば め 彩 色 し て 内 殻 と の
色 の 組 み 合 わ せ で 変 化 す る 色 彩 を 楽 し む 事 も 考 え ら れ る 。
光 の 点 滅 速 度 に 依 る 催 眠 効 果 が 在 る 事 は 知 ら れ て 居 り そ の 領 域 も 含 め る 事 で 本 発 明 の 効 果
は 更 に 拡 大 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ビ － ム ボ － ル の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の ミ ラ － ボ － ル の 反 射 光 の 散 光 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 熱 対 流 を 球 殻 駆 動 に 利 用 し た ミ ラ － ボ － ル の 概 要 を 示 す 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 追 加
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ３ 】
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